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［背景］ 

瀬戸内海の沿岸の大部分は、高度経済成長期に開発され、干潟やアマモ場が次々に失わ

れてきました。そのようななかで、周防灘には今でも広大な自然干潟が残されており、瀬

戸内海の他の地域では見られなくなった貴重な動植物が生息しています。一方で、周防灘

沿岸の干潟域は、二枚貝や小型底引きの対象となる水産物の漁場として活用されており、

同海域におけるアサリ、ハマグリ、バカガイ等のそれぞれの水産対象種の最盛期の生産量

は瀬戸内海全体の 9割以上を占めていました。しかし、平成になって以降、周防灘では二

枚貝の生産量の減少が著しく、なかでも、アサリは全国の生産量が現在最盛期の約 4分の

1であるのに対し、同海域では局所的には数千分の 1と国内の主要なアサリ漁場の中では

減少率が最も高く、これらの貝類の生産量を回復させることが急務となっています。 

  

     図 1．周防灘の自然干潟             図 2．自然干潟にのみ残るヨシ原 

［研究成果の内容］ 

本研究では、周防灘をモデルとして、山口県、福岡県、大分県の浅海定線調査デ－タ並

びに干潟の漁業資源の代表種であるアサリの生産量データを解析しました。海洋環境と生

産量の関係については、アサリの生理・生態的特性を加味して、季節毎に分解するととも

に、中津干潟でのアサリの成長速度から対比する年度を考慮しました。このようにして処

理した各海洋環境とアサリ生産量の間接的影響を調べるために、仮説検証型パス解析を行

い、アサリ減少原因に関連する環境項目を抽出しました。次いで、かつての主要なアサリ

漁場であった中津干潟に注目し、そこに注ぐ一級河川・山国川の特性や流域の降雨量につ

いても検討し、河川の出水の影響を検討しました。 

海洋環境の中では、仮説検証型パス解析により、設定した仮説の中では大分・福岡県沿

岸域では餌欠乏の可能性が示唆されましたが、山口県沿岸域では異なる結果となり海域に

よって減少原因が異なるのではないかと考えらます。しかし、両方の海域とも、海洋環境

では水温、塩分、DO、栄養塩動態が生産量の減少と関係するのではないか、という結果

が得られましたので、海洋環境の変化が両地域のアサリ減少の一因となっているようです。
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このうち、水温については日本沿岸の水温は約 2℃程度上昇しており、これとアサリの生

産量の減少については現在検証中です。一方、塩分は栄養塩類の豊富な陸水の流入が多け

れば下がります。また、DOは、海域の栄養塩が豊富ですと発生しやすいのですが、近年、

周防灘では貧酸素水塊の発生は減少しています。アサリの餌は、海水中に漂う植物プラン

クトンや干潟や海底表面で増える付着藻類を直接捕食している、ということが報告されて

います。これらは、海の栄養塩を利用して増殖しますので、餌欠乏の可能性が考えられる

海域では栄養塩が減少したことが生産量減少の一因ではないかと考えられます。 

    表．仮説検証型パス解析により得られたアサリ生産量減少と関連する項目 

 

 次に、川は海へ陸域から栄養塩を運ぶことが知られていますが、周防灘の代表的なアサ

リ漁場であった中津干潟に注ぐ山国川との関係を調べてみました。 

  

   図 3．耶馬渓の降水量と山国川の流量    図 4．耶馬渓の多雨期の降水量の変化 

山国川は同じく河口にアサリ漁場がある熊本県の白川と比較すると、保水力の弱い安山

岩を主体とする地域を流れ、渇水時と出水時の流量の差が大きないわゆる“暴れ川”であ

り、河口干潟に存在するアサリ漁場へのインパクトが大きいことが知られています。近年、

温暖化による影響なのか、国内各地で集中豪雨が多発するなど降水の変化が見られていま

す。図 3には山国川の上流域における耶馬渓のアメダスの降水量と河川流量の変化を調べ

た結果ですが、降水量と流量の相関は極めて高く、上流域の降水がそのまま山国川の流量

に反映されることがわかります。ついで、図 4には同じアメダスで観測された多雨期の積

算降水量とこの間の 1日当たりの降水量変化を調べた結果を示します。これによると、近

年、多雨期の期間積算降水量は減少しているものの、1日当たりの降水量は増加している

ことが明らかです。このことは、雨が短時間に集中的に降ることを表しており、山国川の

出水の頻度が以前と比較すると増していることを示しています。これにより、中津干潟の

アサリが山国川の出水により大量へい死する確率が上がっていると考えられます。 

このように、海洋環境や地球規模の環境変動が、干潟の漁業生産に影響を及ぼしている

可能性があります。今後は、これらの環境要因が干潟の主要な漁業資源である二枚貝類の

生産に及ぼす影響を詳細に調べ、対策方法を検討する必要があります。 
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